






































































































３ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法の開           
 発 
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附記 
本稿は，大島泰文「社会科における『主体的に学習に取り組む
態度』の評価方法の開発－『振り返り場面』で生徒が立てた『問
い』に着目して－」（日本社会科教育学会『社会科教育研究』
No.139 2020.3 pp.1-12）をもとに，中学校社会科地理的分野の
単元「日本の諸地域（九州地方）」の授業実践と評価の実際を加え
て論じたものである。  
